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会社員はうつ病症状についてどの専門家に 
相談したいと思うのか？ 

―援助要請意図とその規定因の検討― 

○樫原 潤（日本大学・日本学術振興会） 村中昌紀（日本大学大学院） 

 山川 樹＃（日本大学） 坂本真士（日本大学） 
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問題と目的 
 日本の企業ではメンタルヘルス不調者が増加し

ており（川上, 2015)，代表的な精神障害であるうつ

病への早期対処が重要な課題となっている。早期

対処の実現に向けては，会社員の援助要請意図や

その規定因に関する検討を行い，援助要請意図を

向上させる取り組みを進める上での課題を見出す

ことが有用となるだろう。 

 そこで，本研究では，会社員を対象としてうつ

病に焦点化した調査を実施し，①各種の専門家に

対してどの程度強い援助要請意図が抱かれている

のか，②援助要請意図の強さに影響する要因はな

にか，という２点を量的に検討する。企業での水

際対策を重視する立場から，特に産業医への援助

要請意図に着目して検討を行う。 

方   法 
調査概要・分析対象者 株式会社マクロミルが保

有する会社員のサンプルを対象にインターネット

調査を実施した。回答者451名のうち，現職正社員

である435名（男性229名，女性206名）のデータを分

析対象とした。平均年齢は39.07歳（SD = 11.00）で

あった。 

質問項目 ①専門家への援助要請意図：自身がう

つ病になった場合を回答者に想定させ，「精神科医」

「臨床心理士」「産業医・健康管理部門」「近所の

かかりつけ医」に相談することがどの程度ありそ

うか，それぞれ７件法（単項目）で評定させた。②

うつ病に対する偏見：邦訳版 Depression Stigma 

Scale（中根・吉岡・中根, 2006）９項目（５件法）を

用いた。③うつ病の知識：うつ病の知識を問う正

誤問題（山川他, 2012）９項目への回答を求めた。

回答者が基礎的な知識をどの程度有しているかに

着目するべく，以降の分析では，項目反応理論を

適用した際に困難度が負の値となり，かつ識別力

が正の値となった４項目についての正答数（α = .66）

を，その回答者の知識量とみなした。④抑うつ傾

向：邦訳版 K10尺度（Furukawa et al., 2008）10項目
（５件法，α = .95）を用いた。 

結   果 
 まず，援助要請意図の評定値の平均について，

専門家間での比較を行った。1要因分散分析（F(3, 

1302) = 127.76, p < .001,  = .12)と Bonferroni 補

正を用いた下位検定の結果，「産業医・健康管理部

門」への援助要請意図（M = 3.77）は，「精神科医」
（M = 4.91）や「臨床心理士」の場合（M = 4.42）よ

りも有意に弱いこと（順に，t(434) = 13.36, p < .001, 

d = 0.45; t(434) = 13.36, p < .001, d = 0.30)，「近所

のかかりつけ医」の場合（M = 3.53）よりは有意に

強いものの，差の効果量はごく小さいこと（t(434) 

= 3.34, p = .005, d = 0.11）が示された。 

 次に，各専門家への援助要請意図の強さを他の

変数群によってどの程度予測できるか，重回帰分

析を実施して検討した（Table 1)。その結果，「精

神科医」の場合はうつ病の知識が，「臨床心理士」

の場合はうつ病に対する偏見が，援助要請意図を

有意に予測することが示された（順に，β = 0.13, p 
= .009; β = -0.11, p = .023)。一方で，「産業医・健

康管理部門」の場合は，年齢が援助要請意図を有

意に予測することが示された（β = 0.10,  = .041)。 
考   察 

 上記の結果から，会社員にとって身近な距離に

いる産業医は，うつ病になった場合の援助要請が

しづらい専門家であると認識されていることが示

された。また，産業医への援助要請意図を向上さ

せるには，偏見の低減や知識の向上といった取り

組みでは不十分となる可能性が示唆された。今後

は，うつ病への早期対処の実現に向けて，若年の

会社員にとって産業医に援助要請しづらいのはな

ぜかを，探索的に検討することが求められる。 

Table 1 各専門家への援助要請意図を従属変数とした重回帰分析の結果 

  精神科医 臨床心理士 産業医 かかりつけ医 

  β p β p β p β p 

うつ病に対する偏見 -0.09 .068 -0.11 .023 -0.06 .232 0.00 .951 

うつ病の知識  0.13 .009  0.09 .073 -0.01 .901 0.03 .493 

抑うつ傾向 -0.07 .160 -0.04 .424  0.01 .876 0.02 .631 

年齢 -0.02 .686  0.02 .640  0.10 .041 0.09 .070 

adj-R
2
 .02 .01 .00 .00 

注) ５％水準で有意となった偏回帰係数を太字で示した。 
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